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　夏休みの季節になりました。青少年
読書感想文全国コンクールの「課題図
書」や参考資料なども取りそろえてい
ます。

新着図書案内
（図書館のホームページ
に多数の本をご案内しています）

◆一般書
□虎を鎖でつなげ 落合信彦
□有栖川の朝 久世光彦
□十三人の戦鬼 鳥羽　亮
□乱調 藤田宜永
□赤絵の桜 山本一力
◆児童書
□いたずらでんしゃ
□ふしぎなお人形ミラベル
□おおきなおおきな木
□山のごちそうどんぐりの木

＜こども映写会＞ 4F
　6日㈯　午後２時～３時
　「まんが世界むかし話㉛」
＜どうしてかな相談室＞ 2F
　6日㈯　午後２時～４時
　学習相談員　早川範子さん
＜おはなしかい＞ 2F
　13日㈯　午前10時30分～
　「絵本のよみきかせ」
　講師　おはなしママの会
＜おはなしのへや＞ 2F
　20日㈯　午後３時～
　 ｢絵本のよみきかせ｣
　講師　ショコラ
＜読書会＞ 3F
　27日㈯  午後２時～
　｢バカの壁｣　養老孟司 著
　講師　竹林萌子さん
＜おはなしのひろば＞ 2F
　27日㈯　午後３時～
　「えほん・かみしばい」など
　講師　たんぽぽの会
＊グループ研修 3Ｆ
・「平家物語を読む」会
　6日㈯　午前10時～
・「俳句研修」草苑萌の会
　20日㈯　午後１時～
・中国語サロン
　21日㈰　午後２時～４時
＊｢水辺で探ろうトンボの世界｣　4F展示
　2日㈫～31日㈬
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6月の貸出冊数
9,975冊

〈休館日〉
　　8月1日、3日、8日、15日、22日、
　　29日、9月5日

 ☎  475-8001
FAX 475-9041
〈開館時間〉
　午前10時～午後6時
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あなたと市政を結ぶ「広報なめりかわ」は、
リサイクル推進のため再生紙を使用しています。
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